
                   　 図のよ う な傾斜角 a  ＝３  ０°の

斜面がある 。 斜面から 深さ １  m の位置に

地表面と 平行な平面すべり 面を仮定し た

と き ， その安全率 Fs はおよ そいく ら か。

ただし ， 斜面上で１  m 離れた二つの鉛

直線AB ， CD に囲ま れた奥行１  m の土塊

の重量 W ＝ １８ kN ， 斜面の土の粘着力

c ＝ １０ kN/m2 ， 内部摩擦角 f  ＝ ２０°と し ，

ま  た， sin ３０° ＝ ０．５０ ， cos ３０° ＝ ０．８７ ，

tan ２０°＝ ０．３６ と する 。
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                      　 耕盤に関する 次の記述Ａ ～Ｄ の正誤の組合せと し て妥当なのはど れか。

Ａ ． 耕盤の形成は透水性を高め， 降下浸透を増大さ せる 効果がある ため， 水田が有する

地下水 涵 養機能を向上さ せる 。
かん

Ｂ ． 畑作農業では， 耕盤のない圃場が好ま れる が， 水田農業では， 心土と 作土の間に耕

盤を形成し て苗を移植（ 田植え） する 栽培方法が発達し た。

Ｃ ． 湛水前の田面の耕 耘 など の作業では， 農業機械の車輪は主と し て作土直下の耕盤に
う ん

よ って支持さ れる が， 湛水条件下で行われる 代かき など の作業では， 車輪は主と し

て作土層である 表層によ って支持さ れる 。

Ｄ ． 耕盤がある こ と で， 作土内での灌漑水や肥料の利用効率が高ま り ， 水稲の安定し た

収量を期待する こ と ができ る 。

　 　 Ａ 　 　 Ｂ 　 　 Ｃ 　 　 Ｄ

１ ． 正　 　 正　 　 誤　 　 正

２ ． 正　 　 誤　 　 正　 　 誤

３ ． 誤　 　 正　 　 正　 　 誤

４ ． 誤　 　 正　 　 誤　 　 正

５ ． 誤　 　 誤　 　 誤　 　 正


